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新型防爆電磁開閉器について
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Abstract

Itisrequired forthethermalrelay usedinthe Explosion■Proof MagneticSwitches

incoalmineto beabletoadjustover widerange,and alsois required to have the

characternot to work under starting current(about600%nOrmalmotor current)for

abo11t25～30sec.

The HitachiNew Explosion-Proof MagneticSwitchessatisfytheaboverequirement,

and sothethermalrelay can beadjusted fromlOA tolOOAforlOOAtype,and from

70A to180A for150A type by char)ging the tap of a smallspecialcurrent trans-

former.We succes三ed to obtain the uniform timeFCurrent Characteristics at each tap

of the c11rrent tranSformer.･

[Ⅰ]縮 盲

防爆 磁開閉器の過負荷継電器としては､バイメタル

を用いた熱動型のものが多い｡一段にほバイメタルの調

整範囲が比較的狭いので､使用 動機の容量に応じたバ

イメタル又はヒrタ←を設けてある｡従って容量の異る

電動機をこ使用する場合には､錠締ボルトを外し蓋をあけ

て､バイメタル又ほヒ一夕←を取りかえねばならない不

便があった｡叉特に切羽のフアン等の如く起動に比較的

長時間を要するものに使用する場合にほi

過 負荷; 器が動作することがあった｡

今東関発された lこ
l 磁開閉器

を完全に無くしたもので､過負荷継

ま､上記の不具合

器の動作電流の調

整を極めて広範囲に､然もケ←スの外部から容易に出来

る肛遷とし､継電器の時限特性は 流が相当長時間

続いても動作しないように改良されたので､以下その大

要を紹介して大方の御参考に供したい｡

[ⅠⅠ]新型防爆電磁開閉器の構造

過負荷継 器の動作竃流を広範囲に調整するため､二

次側タップ付の小璧こ特殊変流器を設け､切換開閉掛こよ

ってタップ切換を函の外部より操作出来るようにした｡

☆ 覚半 場搬
日立製作所日立工場
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第1図 UXX型BR202a式150A防爆電

磁開閉器内部翠

Fig.1.hlternalView of TypeUXX Form

BR202a150A ExplosionrProof

Magnetic Switch

流器は宝格100､A塑のものでは､10,l5,20,30,

40,50,70,100･A,嚢型150A型のものでほ､70,80

100,120,150,180Aのタヅ7■を設けてある.っ第】図

は150A型変埼器をケース内に取付けたものを示す｡

切換開㌍器の構造を第2図に示す｡.切換開閉器部分は

べ｢クライト のケースの中に納められ､コンパクトに

形作られている｡然も接触不良の起らないように､十分

なる接触圧力を保つ構造になら七いる｡



第34巻 第3芸虎

に行うことが出

第2 図 切 換 開 器

Fig.2.Drum Type Change Over Switch for C.T.

第3図

Fig.3.

リ レ ー 外 部 調 整 機 構

Adjusting Mechanism of Thermal

Relay from Outside of Case

切換開閉器を函外より操作する機 は第3図に示すよう

に､操作軸は防爆構造をもってケ←スを貫通し､操作軸

には調整用つまみをつけてあり､切換に便なるように電

流の目盛板を備えている｡切換の
､切換の途中

で止まらないような特殊な装置を設けて､タップの正確

な位置に切換えられるようになっている｡倍操作軸は二

重軸になっていて､内側の操作軸は継電器の動作 流の

80～120%間に調整を行うことが出来る｡これiこも目盛

板を設けて 整に便ならしめてある｡

て､変流器タップの切換えと継 若芽設上記の二軸によつ定植の変更を簡単

肇!4~図 UXX型BP202a式100A型

防爆電磁開閉器外観図

F王g.■4.′一Outside Viev of Type･UXX

FormBP202alOOAExplosion-

Proof Magnetic Switch

るから､これらを併屈すること己･こより

定格100A型は10-100A聞を連続に､定格150A型

は70～180A問を連続に調整することが出来る｡

第4図ほ新型防爆電磁開閉器100A型の外観を､第

5三図は同じく100A塑の蓋を開いた内部を示すものであ

り､第6図は150A型の内部を示すものである｡上記

何れも日立標準型のケースと同一の大きさに納まつゼい

る｡

調整部分はネヂ込キャップ式のカバーで保護されてい

る｡第7図は新型 蔭開閉器の接続図を示す｡

第5図 UXX型BP202a式100A型電磁開

閉器内部

Fig.5.hternalview of Type UXX Form

BP202alOOA Explosion Proof

Magnetic Switch

第6図 UXX型BR202a式150A塑電磁開

閉器内部

Fig.6.]bternalView oflype UXX Form

R202a150A Explosion Proof

Magnetic Switch

[ⅠⅠⅠ]新型防爆電磁開閉器過負荷

継電器の時限特性

第8図ほ過負荷継 器の時限特性を示すもので､図中

(a)は従来型を､(b)ほ新型を示す｡.即ち(a)に於ては

600ア£定格 瀧 では5～6砂で動作するに反し､(b)ほ

25-30秒にして初めて動作することが判る｡即ち新型



新型■防煤電●磁

子
山而式負荷側スタット
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ミミ誌上J則スタット式端子

遠方操作用ご臭i~ヲ㌫関開吾

第7図(左上図)UXX型BP202a式防爆電磁開閉

器堰離売図

F主g.7.Cc)nneCtion Diagram of Type UXX Form

BP202a Explosion Proof MagneticSwitch

第9 図

Fig.9.

C.T. の 特 性

Characteristic Curve of C.T.
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には特殊飽和交流許を使用したので､一一次

れなに大が流

って継

ば変流比で小さくなり､従

器のバイメダルに流れる電流が小

になるので､その動作時限は長くなる｡

第9図(a)は倉∈挿口変流器について､

の一次側 流∫〟 と二次側の電流′ との

係を比誤差を用いて示L.たものである｡

比誤差∈=ぺ㌔f〟xlOO%で現わされ
る｡但し〃は変流比を示す｡変流器鉄心

が拉和するiこ従って､一一次 流には励磁電

流が余計i･こ流れる._従ってeの絶対値は大

となり二次′■宝流ほ一一次電流こ

たものより少くなる｡

流比を乗じ

第9図(b)ほ飽和変流器のタップを変

えた場合について､-一一次電流と比誤差の関

係を示したものである｡タップ切換えによ

って､二次 線の巻数が変れば､之に従つ

て二次回路の負担も変って来る｡即ち変流

比の小さい場合ほ､

箪8図

Fig.8.

い場合よ

サーマ/レリレー時限特性

Time Limit Characteristic

Curve of ThermalRelay
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り二次巻数が多くなり､二次回路の負担も大きくなる｡

従って一次側の励磁 流が大となる｡即ち変流比が大と

なるにつれて比誤差の絶対値は段々と大になる換言すれ

ば変流比の小さいタヅプで適当な此誤差になるようにし

ておけば､変流比の大きいタっプに切り換えた場合には

比誤差の絶対値は小となり､大きな 流が二次に流れる

ことになり､過負荷継電器と組合せた場創こタップi･こよ

り時限特性に著しい差異を生ずることになる｡

重老等は飽和変洗器の二次側各タップについて負担を

盤することiこより､タップを切換えても時限特性に差

異を生じないものを得ることに成功した｡(実用新案川

原坤)第9図(C),(d)之ほ負担を調整して､タップを

切換えても変流器の比誤差を略一定にした場合を京す､二J

バイメタルを使用した過負荷継 器は､バイメタルの

温度が上るとバイメタルが轡曲する特性を利用して､そ

の接点を開閉する｡バイメタルの 曲偏位は一定温度で

ほ略々一定である｡従ってバイメタルの構遊が決まれば

動作温度は決まるので､過負荷継電器の時限特性の算定

は､バイメタルの温度上昇の時間的経過の算定に帰結す

る0然るにバイメタルの温度上昇の算定はバイメタル部

分の形が複雑であるので､理論的計算を行うことほ困難

であるが､次の一方法によれば係数その他ほ､二三の比

較的簡単な 主神こよって算定され､これらを用いて時限

特性の計算を行うことが相楽る｡

今パイメダルに直接 流を流した時バイメダルの温度

ヒ昇を∂とすれば下記の式が容易に得られるっ

c雲言=rガ+(α用一叫β‥‥`‥‥･(1)
但し ′=バイメタルに嘩れる電流

斤=室温に於けるバイメタルの抵抗

α=バイメタルの抵抗温度係数

C=バイメタルの熱容量

彪=冷却係数

A=バイメタルの表面積

(1)式の解より動作時間≠は次のようになる｡

息4-α 元log(1-竺憲彗)‥‥(2)
飽和変電器一次側電流を∫〟,二次側

一次 孟流

流を ′,100%

∫∬で飽和しない場合の変流比〟比誤差∈

0 とし､一次電流が大きくなるにつれて即ち飽和するに

従って比誤差が路直線的に増大すると仮定した場合比誤

差

e=β(ん才一′∬)………‥=‥‥‥‥･(3)

但しβは比例の定数である｡前述の比誤差の式よリ

＼J､･/､け

J､l† =β(′〟-′∬)

評 論 第34巻 第3既

∴∫=亮一‡β(ん′一入可+1i………･(4)
(2)式中由二示2庵 は一定電流を流した場合の温定

上昇の時定数rを示すことになる故

7'=
え4-α′2.だ

叉

･(5)

ぇd二忘~頭
は最終温匿町を戻しているので

βJ=由▼二言ラ;哀‥‥‥……‥…‥･‥(6)

如く点,A,α,々等を計算で求めることは困難

であるが､(5),(6)式を利用して時定数､最終温度上

昇を二三 測すれば､之等より上記の諾量を計算するこ

とが出乗る｡例えば今バイメタルに電流ん ∫2を流し

た場合についての温度上昇の時定数ア1,γ3温琵上昇

∂′1を 測により得たとすれば

γ12′12
1 1

8′1(∫22-∫ユつ …………(7)

`甥=γ1′12/り1……………………(8)

点｡′1ご.γ1ヰ~∴~~~~~~¶`-∴･･…･(9)
斤=βニ1+

~β.rl(∫22-′12)

1 1

γエ ア2

従って飽和電流器を使用した場合は(4)式によって､

二次電流が計算拇或るので､此の 流償と(7),(8)-

(9)式により､(2)式のβを動作温度にした場合の時

問′を求むれば時限樽性が計算出

防爆電磁開閉器の過負荷泄

例を示す｡

る｡第8図は新型

器の時限特性の実測値の一

[ⅠⅤ]新型防爆電磁開閉器の特長

以上述べた新型防爆

ある｡

磁開閉器の特長は下記の三通りで

(1)小型軽量である｡即ちケースは特殊な工作によ

り極めて小型軽量に作られた当社標準ケースに納められ

ている｡(実用新案第311649

(2)過負荷継電器の動作

囲の

替)

流ほケース外部より広範二

整が可能である｡100A型では10A-100A迄､

150A塾では70～180A蓬調整出来る｡

(3) 負荷継 器の時限特性が改良された｡即ち小

型特殊変流器を使用すると共に､二次側負担をタップ毎

に調整することにより､各タップにて-一一様な特性を得､

起動電流では簡単に動作Lない特性になっている｡

(4)諏整部分はカバーをつけて､

ることが出来ない構造になっている｡

(5)錠締めボルトは唱殊構

単には手をふれ

を採用してあるの で､.



新型防爆

蓋から脱落しないようになっている｡

[Ⅴ]結 盲

以上新型防爆

の動作

磁開閉器に ついて

磁開閉器について､その過負荷継電器

流を､外部より極めて広範囲に調整出来ること

及び特殊飽和変流器を用いその二次負担を調整すること

により､ し.く改善されたことについ

て述べた｡此の新型防感電磁開閉器の出現によって､防
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爆電磁開閉器の使用者には著しく便利さが増すものと確

次るす信 であるし.終りに新型防爆電磁開閉器の完成に

り､有益なる御指導を賜った｢~三井鉱山株式会社山野鉱

某所安田工作課長殿､

鹸に熱心に協力された

特に数値計算につい

い｡

槙若氏､竹安氏､7･之び設計製作試

係各位に厚く感

こは制

の意を表す｡
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特許弟191579号

扇 風 機 の 風

/′~ /

一′
/

の池電蓄

向 調 節 装 置

四 倉 輝 夫

この発明ほ､図に示すような竪型扇風機のフアン1に

対向して､倒円錐状の風向案内板2を設け､この風向板

の素材を例えば､ゴム板の如き伸縮自在な物質を以て

成せしめてある｡従ってその中JL､に衝合している､ネジ

樟3を進退せしめることによって､案内板の円錐角は任

意に変更でき､扇風機の風向を自由に調節し得るもので

ある｡
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特許第187675号 川 崎 光･貴

速竪型回転軸の油止め装置

この発明は遠心清浄機の回転軸等に利用するに好適な

ものであって､給油パイプ1より滴下された潤滑油ほ､,

ボールベアリングを潤滑して油受け2に受けられて､パ

イブ3より排出されるのであるが､場所の関係上油受け

2の容積を大きくできないときは､油ほ油切り4と池受

け2の口縁間際より外部に油気となって洩れ､プ←リ5

とベルト6にストップを生ずることになる｡この対策と

してプーリ5に縦孔7及びこれに達らなる半径方向の孔

8を設け､プ←りの高速回転によって孔8より空気を囁

出せしめ､これによって油気の洩れを防止したものであ

って､何等特殊の設備を必要とせず､困難な油気の

を防ぎ得るものである｡(田中)
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笠簸新案第381450号

光 源 装

黒 オ召 逸 平･佐 藤 繋

置

この新案は､光源

童曳

球1の光を集光反射させる主凹面

鏡2の他に､補助の凹面鏡3を設け､この補助凹面鏡に

対向してケース4の一部に結像坂5を設け､この結像坂

上に結んだ光源像を見ながら光源位置を最適位置に調整

するようになしたものであって､直接光源を見ることな

く容易正確に光源位置調整作業ができるものである｡

(田 中〉




